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序

　京丹後市は「ひと・みず・みどり－歴史と自然が織りなす交流のまち－」のスローガンに示

されるように豊かな自然とともに数多くの文化財が残されたまちであり、その中でも５

つの国指定史跡をはじめ6,000ヶ所近くの埋蔵文化財が確認される、京都府でも有数の遺

跡密集地として知られている地域でもあります。

　近年この地域では、国営農地開発事業や府営ほ場整備事業などの農業関連事業や施設・

交通網整備事業などに伴い、発掘調査が数多く実施されてきました。その調査成果により、

この地の人々が生産加工・交易を基盤とし、当時の日本でも有数の勢力を誇っていたこと

が明らかにされてきました。その輝かしい成果の一方で調査の後消えていく遺跡も数多

く、開発と保存についての調整が常に課題となっています。

　またこれまでの調査成果をどのように市民のみなさんに還元し活用していくのか、先

人の残した多くの文化財を守り、いかに後世に伝えていくのか、市民の方々の一人一人に

とっても求められている課題といって良いでしょう。今後の啓発事業が大きな課題とい

えます。

　本年度は、府営ほ場整備事業に伴う松山遺跡の範囲確認のための発掘調査を実施いた

しました。今回の発掘調査の成果は本書により紹介しておりますが、弥生時代から鎌倉時

代にかけて、この地に生活されていた先人の生活の痕跡を確認することができました。今

回得られました成果は、丹後古代の里資料館を活用した展示や講座などを通じて、今後、

市民へ還元していく所存です。

　最後になりましたが、発掘調査にあたり、ご指導ご協力いただきました関係機関の方々、

さらに観測史上最高となり、ほぼ毎日続いた真夏日の酷暑の中、発掘調査に従事していた

だきました作業員・補助員の方々に厚くお礼申し上げます。

平成２３年３月

京丹後市教育委員会

教育長　米　田　敦　弘
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（１）調査に至る経過

　松山遺跡は、京丹後市大宮町森本小字松山・織戸・

宮の奥に所在する散布地である。遺跡は、京丹後

市立大宮第三小学校の南側に位置し、竹野川左

岸段丘上および竹野川氾濫原に立地する。

　本遺跡は、これまでに縄文時代後期の注口土

器（前頁写真）や弥生土器が表採されており、内

容は不明ながら内陸部に位置する縄文～弥生時

代の遺跡として知られていた。しかし、遺跡の範

囲や詳細な内容については不明の部分が多かった。

　遺跡周辺は、大宮第三小学校が立地する箇所

を中心に、昭和14〜15年ころに耕地整理が行われ、

小学校周辺から五輪塔の出土があったという。

また森本地区の氏神である大屋神社は、遺跡の

奥にのびる小字宮の奥の谷筋に勧請されたもの

であったが、寛文８（1668）年に現在地へ移転し

たものと伝える。

　今回の調査は、大宮第三小学校南側の竹野川

左岸一帯が府営経営体育成基盤整備事業の対象

地となったため実施したものである。平成21年

４月13日には、京都府丹後土地改良事務所長よ

り文化財保護法第94条第１項に基づく通知が行

われ、同年５月26日には、京都府教育委員会（以下、

府教委とする）より発掘調査の指示が行われた。

　これを受け、京丹後市教育委員会（以下、市教

委とする）では、地元からも早急な事業実施の要

望を受けていたことも踏まえ、府教委や京都府

丹後土地改良事務所など関係機関との協議を行

った。その結果、平成21年度に遺跡の範囲を確認

するための試掘調査を府教委と市教委が分担し

て実施し、その調査結果を受けて翌年度に本発

掘調査が必要な範囲の判断を行うこととなった。

　平成21年度の試掘調査は、事業対象地のうち

遺跡縁辺部と想定される低地部分を市教委が担当、

遺跡中心部分と見られる段丘状部分を府教委が

担当することとしたが、遺跡北側部分の一部に

ついては市教委が調査した箇所があった。市教

委の試掘調査は、事業計画および地元要望を考

　慮し、緊急性が高く耕作に影響を及ぼさない

　

箇所を先行して平成21年５月28日〜29日に行い（第

１次調査）、田畑の収穫後の９月24日～10月16日

に再度調査を実施した（第２次調査）
（註１）

。府教委

の試掘調査は、市教委の調査終了後の10月16日

〜11月18日に実施された（第３次調査）
（註２）

。その

結果、工事造成に伴い削平を受ける箇所に弥生

時代〜中世の遺構や遺物包含層が存在すること

が判明した。

　第１〜３次の試掘調査の内容を受け、遺跡の

取り扱いについて関係機関との協議が行われた。

その結果、事業計画の中で切土造成となった箇

所について記録保存のための発掘調査を実施す

ることとなった。

　発掘調査の実施にあたり平成22年４月１日には、

京都府丹後広域振興局長・府教委教育長・京丹後

市長との間で埋蔵文化財発掘調査に関する協定

書「平成22年度府営経営体育成基盤整備事業に

おける文化財調査に関する協定書」が結ばれた。

その上で平成22年度は、本協定書の内容をもとに、

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター・

府教委・市教委の３機関が分担して本発掘調査

を実施することとなった。なお府教委・市教委調

査分は、協定書全体の農家負担分調査に該当し

ており、農家負担分調査の規模が大きかったため、

一部を市教委が分担して実施した。

　平成22年度松山遺跡発掘調査の調査次数は、

最初に着手した財団法人京都府埋蔵文化財調査

研究センター調査分を第４次調査、次に着手し

た府教委調査分を第５次調査、最後に着手した

市教委調査分を第６次調査とした。

第１章　調査に至る経過
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（２）発掘調査の経過

　市教委が発掘調査を実施することとなった第

６次調査地は、平成21年度府教委試掘調査７ト

レンチの南東側、山側へ一段上がった水田に位

置する。なお平成21年度試掘７トレンチ部分の

水田には、府教委が平成22年６月10日〜７月16

日に本調査に入った（第５次調査）。

　調査対象地は、折しも梅雨時であったことも

手伝い雑草が繁茂していた。そのため調査開始

前の７月14〜16日には、丹後地区森林組合に委

託して雑草の草刈りを実施し、終了後、発掘調査

に入った。

　発掘調査は、７月20日に、重機による調査対象

地の耕作土を除去する作業から開始した。耕作

土は水田面の約半分を除去し、１箇所に固めて

保管した。耕作土除去後には、北西側の畔畦より

１ｍ山側の部分に長辺40.6ｍ×短辺2.8ｍの調

査トレンチを設定し、翌21日には調査トレンチ

内の重機掘削を行った。その際、トレンチの南端

の試し掘りを行い、府教委調査地との層序の比

較し、大きな相違がないことを確認した。その上で、

後述する第４層を残し、第２層と第３層を除去

することとした。しかし第３層除去中に流路状

の遺構を確認した地点や、調査トレンチの山側

半分のみが第４層面となる箇所もあり、実際には、

第２層除去のみにとどめた箇所が多い。

　重機掘削終了の翌22日からは、作業員４名を

投入し、人力による掘削を開始した。調査開始時

期は、折しも梅雨明けの時期と重なった。また今

夏は、平年の平均気温より約1.7℃高い観測史上

最高を記録した年となった。そのため調査は、ほ

ぼ毎日、真夏日でのもと、例年以上の猛暑の下で

の作業となった。

　猛暑の下での作業を円滑に進めるため、今回

の調査では、調査トレンチ上面にパイプテント（５

ｍ×3.5ｍ）を立てた。パイプテントの設置は、直

射日光を避けることができただけではなく、遺

構検出作業の効率化や作業従事者の疲労軽減に

も貢献した。８月17日以降は、作業員を２名増員

した関係もあり、パイプテント１張を増加し、２

張りを使用して作業を行った。

　

　調査地内の遺構は、隣接する府教委第５次調

査地の様相から、当初、第５層上面の遺構のみと

予測されていた。しかし実際には、さらに上層の

第４層上面にも遺構が存在することがわかった

ため、急遽、上層遺構の検出および遺構の掘削を

行うこととなった。上層遺構の調査は、８月６日

に掘削・写真撮影が終了した。

　８月９日より、上層遺構の図面作成に平行し

てトレンチ内各地区の第４層の掘削にかかり、

第５層上面の下層遺構検出につとめた。遺構面

が２面あったことから、８月17日以降は作業員

２名を増員し、掘削・精査にあたり、さらに当初

想定より作業量が大幅に増加していたことから、

作業員の派遣期間を２日間延長した。

　当初調査終了予定であった８月31日には、関

係者説明会を開催し、調査の中間報告を行った。

その後、９月２日には、遺構掘削・図面作成が終

了し、耕作土・掘削土の明示や機材の撤収を行った。

翌３日には、すべての機材を撤収し、京都府丹後

広域振興局へ現地の引渡しを行い、調査を終了

した。最終的な調査面積は113㎡となり、コンテ

ナ20箱分の遺物が出土した。

　出土遺物の整理は、発掘調査終了後の９月６

日より、京丹後市立丹後古代の里資料館にて、調

査補助員１名および整理員２名の体制で実施した。

遺物の出土量は、調査面積に比して多く、９月は

洗浄のみとなったが、10月６日より注記・接合お

よび遺物実測を始めた。途中、10月25日には、調

査補助員を１名増員し、図面トレースを併行し

て進めた。図面等が完成した11月29日には、整理

作業を終了した。

　報告書の原稿作成は、これらの整理作業に併

行して行った。大部分の原稿が完成した12月10

日には、報告書作成に係る事務手続を起工し、年

末には業者選定・契約を行い、原稿入稿を行った。 
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（３）調査体制

　今回の松山遺跡第６次発掘調査は、以下の体制の

もとで実施した。

調 査 期 間　平成22年７月20日〜９月３日（現地調査）

　　　　　　平成22年９月６日〜11月29日（整理作業）

調査主体者　京丹後市教育委員会　（教育長　米田敦弘）

調査事務局　京丹後市教育委員会事務局文化財保護課　課　　長　吉田　誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　横島　勝則

調査担当者　京丹後市教育委員会事務局文化財保護課　主　　任　岡林　峰夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任技師　橋本　勝行

調査補助員　瀬古諒子・奥田栄作

作　業　員　安井環・山下義郎・岡本弥・岡本栄・中西富雄・小牧敬典・吉岡勇作・西泉輝昭

　　　　　 （株式会社京丹後市総合サービス派遣）

整　理　員　広瀬依子・大江智恵（株式会社京丹後市総合サービス派遣）

　なお今回の調査に際して市教委では、発掘調査状

況確認委員会を設置し、調査開始前の７月15日、お

よび整理作業途中の11月22日に調査の進捗状況や整

理・報告状況の確認と協議を行い、事業の適正な執

行につとめた。
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　松山遺跡は、京丹後市大宮町の東部、丹後半島

を南北に流れる竹野川上流部に所在する。

　竹野川は、大宮町北東部の金剛童子山系を水

源とし、まず木積山山系に沿って南進し、山系南

端で北へ流れを変え北進し日本海に注ぐ。本遺

跡は竹野川が南進する上流地域の森本地区に位

置しており、竹野川左岸の段丘上に立地する。竹

野川をさらに上流にさかのぼった五十河・新宮・

延利・久住・明田地区を含め、このあたりは、古代

から中世に三重郷と呼ばれる地域であった。

　この地域の先人の営みは、縄文時代にさかの

ぼる。松山遺跡の北側に位置する沖田遺跡
（註３）

で

は縄文時代早期～後期の土器、さらに松山遺跡

においても後期の注口土器が出土している。竹

野川をさかのぼり左岸段丘上に立地する五十河

遺跡
（註４）

では、縄文時代前期の土器・石匙・サヌカ

イトの剥片、支流の新宮川左岸段丘上に立地す

る新宮遺跡
（註５）

では、時期は不明ながらサヌカイ

トの剥片が出土している。現在のところ縄文時

代の遺構は不明であるが、遺物の分布から見て

内陸部の段丘上を中心に集落が散在するようす

がうかがえる。

　弥生時代の幕開けを示す資料は、府道網野岩

滝線と竹野川が合流する地点付近の扇状地上に

立地する延利遺跡
（註６）

や沖田遺跡より出土した

前期の土器がある。中期には、竹野川左岸の自然

堤防上に立地する稲荷岡遺跡
（註７）

より、弥生時代

中期後葉の土器を含む流路跡が見つかっている。

後期には、沖田遺跡のほか、竹野川支流の久住川

左岸に立地する久住遺跡
（註８）

、竹野川を下った三

重地区の三重遺跡
（註９）

などが見られる。これら弥

生時代の集落遺跡の様相に比べて、当該期の墳

墓のようすは明らかではない。わずかに、明治33（1900）

年に三重地区から中郡盆地へ抜ける三坂峠の開

鑿工事中に発見されたガラス釧を伴うビクニ屋

敷遺跡
（註10）

が知られるのみである。

　古墳時代に入ると、久住遺跡では前期後葉〜

中期前葉の土器を含む流路跡が見つかっている。

中期後葉〜後期前葉には、新宮遺跡や五十河遺跡・

沖田遺跡より竪穴建物跡が見つかっているほか、

延利遺跡から当該期の土器が出土している。ま

た遺跡南側に位置するマンジョウジ遺跡
（註11）

では、

多数のミニチュア土器が表採されており、祭祀

遺跡と推定されている。

　遺跡背後の丘陵上には、古墳・山城跡などが見

られないが、遺跡南方の丘陵上には89基からな

る星ノ内古墳群が所在する。また竹野川を挟ん

で対岸に位置する丘陵上には、森本大谷古墳群、

愛宕神社古墳群、大谷城古墳群が所在する。これ

に対して横穴式石室を埋葬施設とする古墳は数

少なく、わずかに遺跡北側の谷奥に所在する井

内谷古墳が知られるにすぎない。これらはいず

れも未調査のため、内容は明らかではない。この

地域では、前期の大内北３号墳
（註12）

のほか、中期

の大内１号墳
（註13）

のようすが明らかになってい

るに過ぎない。

　飛鳥時代に入ると、前期には新宮窯跡
（註14）

が操

業するほか、新宮遺跡・久住遺跡などにおいて住居・

土器などが見られる。和銅６（713）年丹後分国以

降の奈良時代には、山を一つ越えた東側の宮津

市府中地域が国府・国分寺などの設置地域と推

定されており、遺跡周辺はその後背地として位

置付けられる。この時期から平安時代にかけて

の遺跡は少ないが、久住遺跡のように緑釉陶器

を出土する遺跡も見られる。平安時代後期から

鎌倉時代には、五十河遺跡や沖田遺跡が知られる。

　室町時代〜戦国時代のこの地域を記した文献

には、天文７（1538）年の『丹後国御檀家帳』
（註15）

が

ある。「見ゑの里」には、「大なる城主」として成吉

孫治郎殿・榎並殿、「城主」として成吉新左衛門尉

殿が見える。この地域に残された三重城跡・三重

支城跡・三重大内城跡、森本大谷城跡・森本城跡・

星ノ内南城跡・星ノ内城跡・縁多山城跡などの城

跡には、これら城主クラスのものが含まれるも

のであろう。文献に記される地名から見ると、現

在の集落は、この時期に成立したものと推定される。 

第２章　位置と環境
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第１図　周辺遺跡分布図（S=1/25,000）

１　松山遺跡（調査地）　２　沖田遺跡　３　マンジョウジ遺跡　４　稲荷岡遺跡　５　延利遺跡　

６　五十河遺跡　７　新宮遺跡　８　新宮窯跡　９　三重遺跡　10　久住遺跡　

11　星の内古墳群　12　大谷古墳群　13　愛宕神社古墳群　14　大谷城古墳群　15　井内谷古墳　

16　大内北古墳群　17　大内古墳群　18　三重支城跡　19　三重大内城跡　

20　森本大谷城跡　21　森本城跡　22　星ノ内南城跡　23星ノ内城跡　24　縁多山城跡
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（１）層序および地区割り　（第２〜４図）

　第６次調査地は、平成21年度府教委試掘調査

７トレンチの南東側、山側へ一段上がった水田

に位置する。今回の調査では、調査対象地の水田

の北西側畔畦より１ｍ山側の部分に、長辺40.6

ｍ×短辺2.8ｍの調査トレンチを設定し、遺構の

有無を確認した。

　細長い調査トレンチとなったため、遺物包含

層の取り上げ地区として、５ｍ刻みでＡ〜Ｈ区

に地区割りを行った。層序は、大きく

第１層　現耕作土、

第２層　旧耕作土・床土、

第３層　鎌倉時代前期を下限とする遺物包含層、

第４層　弥生〜奈良時代の遺物包含層、上層遺

　　　　構面、

第５層　黒ボク層（無遺物）、下層遺構面、

第６層　扇状地性の砂礫層

の６層に分けられる。２〜５層は、場所によりさ

らにいくつかの層に分かれる箇所が見られる。

　最も大きな変化が見られるのはＦ区より北西

側である。Ｆ区途中より北西側では、第３層が見

られなくなり、入れ変わって第２層がａ〜ｃの

　

３面に分かれ、約40cmと厚みを増し、さらに2a層

上面には第４層に類似する盛土（1b層）が見られる。

そのため、現耕作面の区画整理がなされる以前

の段階には、Ｆ区を境界とする地割が存在した

ものと思われる。Ｈ区より北西側の２層は、2c層

下面にもう１層（2d層）が加わり、約50cmの厚さ

を測る。

　第３層は、Ａ〜Ｆ区までの広い範囲に分布し、Ｇ・

Ｈ区では消えてしまう。Ｅ〜Ｆ区では、さらに２

つに細分される。一部は重機掘削の際に除去し

ていたが、鎌倉時代前期を下限とし弥生時代後

期～奈良時代を中心とする遺物をコンテナ４箱

分包含していた。

　第４層は、トレンチ全体に分布する。厚さは、

約20〜40㎝を測り、弥生時代〜奈良時代の遺物

をコンテナ10箱分と大量に包含していた。本層は、

Ａ〜Ｇ区の断面観察では、さらに細分すること

が極めて困難であった。掘削時の印象では、第４

層の上面側から出土する遺物には飛鳥〜奈良時

代のものが含まれ、下側に行くと弥生時代後期

〜古墳時代中期の遺物のみとなる傾向が見られた。

第３章　検出遺構

第２図　調査トレンチ断面図（S=1/100）
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第４図　調査トレンチ地区割図（S=1/1,000）

第３図　調査地位置図（S=1/5,000）
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後述するようにＡ・Ｂ区の竪穴建物跡SI301は、

第４層の除去作業中に床面と思われる粘土層を

検出した。そのため、本来は第４層途中から掘り

込んでいた可能性が考えられたことから、C〜G

区では第４層包含層掘削途中に何度か精査を行

い遺構の検出につとめた。しかし断面観察では

第４層を細分することができず、平面検出にお

いてもＢ・Ｅ・Ｆ区において上層遺構と下層遺構

の中間面に位置すると思われる柱穴をいくつか

検出した以外に遺構は見られなかった。そのため、

最終的にはＨ区より北西側の部分以外は第４層

を細分できないものと判断した。

　第５層は、厚さ約10〜20㎝を測り、全体的に拳

大の礫を多く含む。府教委調査地（第５次調査）

と同様に遺物は包含しないため、今回調査地の

ベースとなるものと判断した。

　第６層は、トレンチ両端の断ち割りや、下層遺

構の底部などにおいて確認したのみであるが、

調査地全体のベースとなっている拳大～人頭大

の礫を含む砂礫層である。扇状地性の砂礫層と

見られ、遺物は包含しない。

（２）上層遺構　　（第５・６図）

　調査地内の遺構は、第４層上面と第５層上面

の２面が確認された。ここでは、前者を上層遺構、

後者を下層遺構として報告する。遺構番号は、上

層遺構に100〜200番台を、下層遺構に300番台を

与えた。

　上層遺構は、第４層の黒ボク層上面を切り込

む形で、Ｂ〜Ｈ区において

①砂層を埋土とする流路跡SD101・110・233

②不明落ち込み遺構SX111・126・127・134・141・

　162

③土壙墓と思われる土壙SX112と性格不明の土

　壙SX226

④柱穴約120基、土壙１基

⑤耕作溝と思われる素掘り溝

を検出した。なお上層遺構の一部には、第４層掘

削時に検出したものもある。

　Ａ・Ｂ区の上層遺構の大半は、重機掘削後の第

３層掘削時に除去しており、主にＣ〜Ｈ区にお

いて検出した。また不明落ち込み遺構下層の遺

構は、落ち込み遺構埋土を除去した段階に初め

て検出されたものが多い。切り合い関係から、さ

らに細分できる可能性があるが、ここでは一緒

に報告する。

①流路跡　

　いずれも調査トレンチに平行ないしは直交す

る方向に検出した。

【流路SD101】　

　Ｂ〜Ｃ区にかけて南西から北東方向に流れ、

Ｄ区において北東方向に調査地外へのびる流路

跡である。第４層を切り込んでおり、Ｂ区では幅

0.5ｍ・深さ0.1ｍの浅いものとして検出した。Ｃ

区では、北方向へ屈曲し、幅0.8ｍ・深さ0.1ｍと

規模を拡大して調査地区外へ流れる。Ｃ区の一

部は、重機掘削により除去してしまったため、平

面検出ができなかった箇所がある。埋土は灰白

色砂礫の単層である。切り合い関係にある柱穴は、

すべてSD101を切っており、流路の方が古い。

　出土遺物には、平安時代後期〜鎌倉時代前期

の土師器皿（５・11）・鍋（18）・羽釜、須恵器甕（25）、

穿孔のある不明石製品（27）のほか、古墳時代後

期末葉〜飛鳥時代前期の土師器甕・高杯、須恵器

杯身・高杯・壺・甕がある。

【流路SD110】　

　Ｂ〜Ｃ区において検出した。大半が調査地区

外に位置するもので、検出幅0.3ｍ・深さ0.2ｍを

測る。埋土は、灰白色砂礫層の単層である。不明

落ち込み遺構SX127・柱穴とは切り合い関係にあり、

いずれもSD110の方が古い。

　出土遺物には、平安時代後期〜鎌倉時代前期

の土師器皿（12）・陶器甕などがある。

【流路SD233】

　Ｇ区において検出した。北東方向に調査地外

へ流れる幅25cm、深さ25cmを測る流路跡である。

埋土は上下２層あり、上層は明赤褐色砂礫、下層

は褐灰色砂礫である。

　出土遺物は、奈良時代の須恵器杯身のほか、須

恵器・土師器の細片のみであった。
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（１）上層遺構
Ａ区 Ｂ区 Ｃ区

Ｄ区 Ｅ区 Ｆ区

SD110

SX127
SP115

SD101

SP117

SP130

SX111

SD101
SX134

SX112

SX141

SX162

SP148 SP154

SD195

SD196

SP142

Ｇ区 Ｈ区

SD233
SX226

（２）下層遺構
Ａ区 Ｂ区 Ｃ区

Ｄ区 Ｅ区 Ｆ区 

Ｇ区 Ｈ区

SI302

SI303

SP310
SP307

SI301

第５図　調査トレンチ平面図（S=1/100）

０ ２ｍ



－ 10 －

②不明落ち込み遺構

　SX111・126・127・134・141・162がある。

【不明落ち込み遺構SX111】

　Ｄ区において検出した。北西側が調査地区外

となるが、幅３ｍ・深さ0.2ｍを測る。下層の埋土は、

褐灰色砂質シルト〜細砂層とSD101・110と同様

の灰白色砂礫層からなる。ラミナ層が見られる

ため、当初はわずかに流水していたものと思わ

れる。上層埋土は、隣接する不明落ち込みSX134

と同様に３層に類似しており、両者の切り合い

関係は不明である。埋土の状況から見て、湿地で

あった場所を整地したものと推定している。

SD101との切り合い関係は、トレンチ壁面の撹乱

部分と重複していたため明らかにできなかった。

出土遺物には、重機掘削時に灰白色砂礫層から

出土した土師器杯（21）のほか、平安時代後期〜

鎌倉時代前期の土師器皿（７・17）・瓦質土器鍋（19）、

弥生時代後期の壺・高杯、古墳時代の土師器甕・

須恵器甕などがある。

【不明落ち込み遺構SX126】

　Ｃ区において検出した。SD110と重複するが、

重複部分を重機掘削の際に掘削したため、切り

合い関係は不明である。検出範囲では長辺１ｍ

以上、短辺１ｍ程度を測る楕円形を呈する落ち

込み遺構である。上層はSD110と同様の灰白色砂

礫層であり、下層は灰白色砂〜シルト層である。

出土遺物には、平安時代後期〜鎌倉時代前期の

土師器皿（９）のほか、古墳時代の土師器甕・高杯、

古墳時代〜奈良時代の須恵器杯・杯蓋・甕の細片

がある。

【不明落ち込み遺構SX127】

　Ｃ区において検出した。上面を重機掘削の際

に掘削したため、遺構の範囲は推定部分を含むが、

長辺３ｍ×短辺1.7ｍ以上を測る不整形の落ち

込みである。埋土は、灰褐色砂混シルトの単層で

ある。出土遺物には、瓦質土器羽釜・土師器の細

片がある

【不明落ち込み遺構SX134】　

　Ｄ区において検出した長辺1.5ｍ×短辺１ｍ

を測る楕円形の落ち込み遺構である。埋土は、灰

褐色砂混シルトの単層であり、上面より土壙

SX112が切り込んでいるものと思われる。隣接す

るSX111上層埋土と同じため、切り合い関係は不

明である。土壙SX112検出時まで３層掘削として

遺物を取り上げていたため、本遺構からの出土

遺物はＤ区３層からのものとして取り上げている。

【不明落ち込み遺構SX141】　

　Ｄ〜Ｅ区において検出した長辺２ｍ以上×短

辺２ｍを測る楕円形の落ち込み遺構である。北

側は、調査地区外に伸びる。埋土は、灰褐色砂混

シルトの単層である。出土遺物には、弥生土器鉢・

高杯、土師器壺・甕、須恵器の細片がある。

【不明落ち込みSX162】　

　Ｅ区において検出した長辺2.5ｍ、短辺1.7ｍ

以上、深さ0.4ｍを測る楕円形状の落ち込みである。

北東側は、調査地外へ伸びる。上端縁辺部には、

径10〜20㎝を測る柱穴３基のほか、長さ30㎝・幅

10㎝を測る石が見られ、不明落ち込み遺構と何

らかの関係があるものと推定される。埋土上層は、

３層に類似し４層がブロック状に混入する褐灰

色砂質シルト層であり、底付近に細かい砂から

シルト質の褐灰色砂質シルト層が４〜10㎝の厚

さで堆積する。SX111と同様にラミナ層が見られ

るため、当初はわずかに滞水していたものと思

われる。埋土から見て、湿地状の落ち込み部分を、

上層遺構形成時に埋めて整地したものと推定さ

れる。

　出土遺物には、平安時代後期〜鎌倉時代前期

の土師器皿（２・６・８・14）のほか、弥生土器蓋・壺、

古墳時代の土師器二重口縁壺・甕・高杯・器台、須

恵器杯身・高杯がある。

③土壙

　Ｄ区において単独で検出したSX112と、Ｇ区に

おいて単独で検出したSX226がある。前者は土葬

墓の可能性が考えられる。

【土壙SX112】　

　不明落ち込みSX134の埋土を除去した段階に検出

した0.9ｍ×0.7ｍを測る隅丸長方形の土壙である。

本来は、SX134の埋土上層から切り込まれたものと

思われる。埋土下層には５〜15㎝を測る石が含まれ、

床面より逆位で鎌倉時代前期の土師器皿が１点（10）
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出土している。石は、土壙底より少し浮いているため、

土壙上面に置かれたものが落ち込んだものと思

われる。埋土には、微量の炭が混じる。検出状況

から見て土葬墓の可能性が考えられる。

【土壙SX226】

　Ｇ区において検出した長辺0.8ｍ・短辺0.4ｍ・

深さ0.2ｍを測る隅丸長方形の土壙である。埋土は、

黄褐色粘土ブロックが混じる褐灰色砂質シルト

である。出土遺物には、上面より黒色土器椀（24）

が出土しているほか、土師器杯（22）、須恵器椀（23）

がある。

④柱穴　　

　Ｂ〜Ｈ区全体より120基検出した。Ｇ区では、

約１ｍの空白地帯が見られるが、おおむね調査

地全体に確認できた。埋土は、３層ないしは3ｂ

層に近いものが多く、流路跡を切るものは流路

埋土を含んでいるため砂質となる傾向がある。Ｇ・

Ｈ区のものは、2ｄ層を埋土とするものが多い。

　調査範囲が限られていたこともあり、掘立柱

建物跡や柵列跡と認識できるものはなかった。

また重複する柱穴では、埋土が極めて似ている

ため、切り合い関係を確認することが困難であ

った。

　出土遺物は、いずれも細片であった。第８図に

図化したものは、年代の判明するものである。出

土遺物から見て平安時代後期〜鎌倉時代前期の

所産と思われる。

⑤耕作溝と思われる素掘り溝

　素掘りの耕作溝と思われるものである。Ｆ区

においてSD195・196の２条検出している。残りの

良いSD195は、幅45cm・残存長1.8ｍ、深さ７cmを

測る。２層を埋土とする。柱穴と切り合い関係に

あり、いずれも柱穴より新しい。

　上層遺構は、遺構および第３層出土遺物から

見て、平安時代中期〜鎌倉時代前期の所産と見

られる。

①Hue7.5 7/1 灰白色砂礫（砂が多い）
②Hue7.5 7/1 褐灰色砂質シルト

（１）SX111

①
②

①

①

②

91

（２）SX141

①Hue7.5 4/1 褐灰色砂質シルト（４層混）
②Hue7.5 7/1 灰白色砂礫

SX162

SX134

91

9
1

9
1

9
1

9
1

91

（３）SX162

SX141

①Hue7.5 4/1 褐灰色砂質シルト（４層混）
②Hue7.5 5/1 褐灰色砂質シルト（４層混）
③Hue7.5 4/1 褐灰色砂質シルト（砂～シルト）

①
①

①

①

②
③

（４）SX112

Hue7.5 4/1 褐灰色砂質シルト（４層混）

第６図　上層遺構平面図（S=1/50）

０ １ｍ
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（３）下層遺構　　（第５・７図）

　上層遺構の調査終了後、第４層の掘削作業に

入り、下層遺構の検出につとめた。第４層は、先

述したように、弥生時代後期〜奈良時代の遺物

を大量に包含する。下層遺構は、これらの年代が

想定された。

　最初に掘削したＣ区では、第４層除去後の第

５層上面において遺構が明瞭に見られなかった

ため、第６層上面まで掘削して遺構検出を試み

たが、明確な遺構は見られなかった。

　その後に掘削を行ったＡ・Ｂ区でのうち、Ｂ区

では第４層途中に黄褐色粘土層が面的に分布す

る状況が見られたため、ここで掘削を止め遺構

検出を行った。黄褐色粘土層は、幅５ｍの範囲に

厚さ５〜６㎝で見られ、竪穴建物の貼り床と推

定された。そのためトレンチ壁面において竪穴

建物の立ち上がりの確認を行ったものの、明瞭

な土色変化が見られなかった。この点から、Ｄ〜

Ｈ区については、第４層掘削途中の段階におい

ても、数回、遺構検出につとめた。その結果、Ｂ・Ｅ・

Ｆ区において、第４層途中のレベルで柱穴を数

基検出した。そのため、本来は、第４層の中間レ

ベル遺構面が存在する可能性が考えられた。し

かし、他の地区では遺構と思われるものが見当

たらず、結果的には、第５層上面まで掘削したと

ころで竪穴建物跡と思われる落ち込みや柱穴跡

などの遺構を検出した（Ｅ〜Ｇ区）。包含層（第４層）

からの出土遺物の中で特徴的なものとしては、

Ｃ区出土の円面硯（125）１点がある。

【竪穴建物跡SI301】

　Ｂ区において検出した竪穴建物跡と思われる

遺構である。床面に貼られた粘土層のみを検出

しており、壁面では明瞭に掘り込みを確認でき

なかった。上面は、すでに削平を受けているもの

と推定される。

　第４層掘削時に粘土層の一部を掘削してしま

ったため正確な大きさは不明であるが、トレン

チ断面の粘土層分布や平面検出プランから見ると、

一辺4.65ｍ×2.8ｍ以上を測る方形の竪穴建物

跡と推定される。

床面には、赤変した粘土が５箇所確認できた。う

ち１箇所は、赤変箇所の前面に炭混じりの穴が

見られ、造り付けのカマド跡と推定される。ほか

の赤変箇所は炉跡と推定される。

　床面の黄褐色粘土層を除去後、精査を行った

結果、柱穴状の遺構を５箇所検出した。うちP1・

P2は、長辺0.5〜0.6ｍ・短辺0.4〜0.5ｍを測る方

形の掘り方をもつものであり、主柱穴と思われ

るものである。ほかは、径0.4ｍ以下の小さなも

のであり、床面粘土層を貼る前の凹凸の可能性

がある。

　遺構検出時に床面の粘土層に到達していたため、

建物跡に伴う出土遺物は少ない。トレンチ断面

にて確認した遺物や柱穴出土遺物などの状況か

ら見て、古墳時代後期末葉〜飛鳥時代前期の所

産と推定している。

【竪穴建物跡SI302】

　Ｅ区第５層上面において、わずかに粘土層を

確認したため検出した方形の竪穴建物跡と思わ

れる遺構である。平面検出の際に粘土層の大部

分を除去してしまっていたため、トレンチ壁面

の粘土層分布等から、規模は3.6ｍ×2.9ｍと推

定している。明確な遺構出土遺物を確認できて

いないが、Ｅ・Ｆ区断ち割り出土土器や遺構の検

出状況等から見てSI301と同時期のものと推定

している。柱穴SP319は、この建物跡に伴う可能

性がある。

【竪穴建物跡SI303】

　Ｅ・Ｆ区第５層上面において検出した。一辺は

調査地区外に伸びるが、長さ7.1ｍ×1.9ｍ以上

を測る。SI301・302とは異なり、床面に粘土層は

見られなかったため、竪穴建物跡とするには疑

問も残る。

　床面からは、柱穴または土坑と思われるもの

を２箇所検出している。

【柱穴】

　Ｇ・Ｈ区において14基検出した土坑または柱

穴と思われるものである。円形・楕円形ないしは

隅丸長方形を呈する。埋土は、かなり粘性の強い

ものであり、検出時に容易に判別できた。出土遺

物は少ないが、飛鳥〜奈良時代の所産と推定さ

れる。
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①Hue 10YR4/1　褐灰色粘性シルト（粘性極めて強い。炭混）
②Hue 10YR3/1　黒褐色粘性シルト（粘性極めて強い。炭混）
③Hue 10YR3/2　黒褐色シルト混粘砂（第５層）
④Hue 10YR6/6　明黄褐色砂礫（第６層）

第７図　下層遺構平面図（S=1/50）

０ １ｍ

④
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　今回の調査では、コンテナ20箱分の遺物が出

土しており、調査面積に比して遺物量が多かった。

そのため整理作業は、

①すべての遺物の洗浄を行う。

②①の後に、口縁端部・脚端部などが残存する資

料および遺構や包含層の形成年代がわかる特徴

的な資料を中心に第１次のピックアップを行う。

③②の中からさらに選別を行い、遺物実測を行う。

という方法で行った。

　なお遺物実測に際して、遺構出土のものは、年

代の判明する特徴的な資料であれば細片であっ

ても実測を行った。これに対して包含層出土遺

物は、包含層形成年代の判明する特徴的な遺物

に絞って実測を行った。

（１）上層遺構　　　（第８図）

　上層遺構からの出土遺物は、コンテナ２箱分

あった。下層包含層（第４層）に含まれる弥生時

代後期〜奈良時代の遺物を多く含むが、遺構の

時期を示す平安時代中期〜鎌倉時代の遺物を中

心に図化した。各遺構の出土遺物は少量である

ため、報告は種類別に行うこととし、出土遺構に

ついては第８図下に示した。

【土師器】　

　皿（１〜17）、杯（21・22）、鍋（18）がある。

　皿は、手づくねのもの（１〜13）のほか、回転台

成形し、底部を糸切りするもの（14〜17）がある。

手づくねのものは、口縁端部を二段ナデするも

の（１）、内湾した後に端部を外反させるもの（３

〜９）、端部を丸くおさめるもの（９〜13）がある。

回転台成形のものは、口縁端部が外反するもの（14・

16）と丸くおさめるもの（15）がある。２・８は、内

面にススが付着する。

　杯は、いずれも軟質で内外面ともに風化が著

しいが、回転台成形のものである。内湾気味に端

部を丸くおさめるもの（21）、端部を外反するも

の（22）がある。

　鍋（18）は、内湾する口縁部の破片であり、端部

は外傾する面をもつ。外面にススが付着する。

【瓦質土器】

　鍋（19・20）がある。いずれも内湾する口縁部の

破片であり、端部は平らな面をもつ。外面にはス

スが付着する。

【黒色土器】

　内湾気味に立ち上がる口縁をもつ椀（24）がある。

外面は磨滅が著しい。内面のみ黒色化しており、

ヘラ磨き痕が残る。

【須恵器】

　端部を外反する椀（23）がある。

【青磁】

　龍泉窯の椀（26）がある。

【石製品】

　不明石製品（27）がある。残存長3.3㎝・幅2.7㎝・

厚さ３㎜を測る滑石製のものであり、径約６㎜

を測る円孔が見られる。温石とするには薄いた

め用途は不明である。

　上層遺構からの出土遺物は、回転台成形の土

師器杯（21・22）および須恵器椀（23）が10世紀（平

安時代中期）、口縁端部を二段ナデする土師器皿（１）

が12世紀前葉〜中葉にさかのぼるほかは、12世

紀後葉〜13世紀（平安時代後期～鎌倉時代前期）

の所産と見られる。

（２）上層包含層（第２・３層）　　（第８図）

　上層包含層（第２・３層）からの出土遺物は、コ

ンテナ２箱分あった。

　下層包含層（第４層）に含まれる弥生時代後期

〜奈良時代の遺物を多く含むが、ここでは上層

遺構の時期を示す平安時代中期〜鎌倉時代の遺

物を中心に図化した。

【土師器】

　皿（28～37）、杯（44）、羽釜（39）がある。

　皿はづくねのもの（28〜35）のほか、回転台成

形し、底部を糸切りするもの（36〜37）がある。手

第４章　出土遺物
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土師器〔皿（１〜17、28〜37）、杯（21・22・44）、鍋（18）・羽釜（39）〕、瓦質土器〔鍋（19・20・38・40）〕、
黒色土器〔椀（24・41）〕、瓦器〔椀（42・43）〕、須恵器〔椀（23・46〜51）、甕（25）〕、
青磁〔椀（26・53）、皿（54）〕、白磁〔椀（52）〕、不明石製品（27）
SD101（５・11・18・25・27）、SD110（12）、SX111（７・17・19・21）、SX126（９・13）、
SX162〔上層（２・６・８）、下層（14）〕、SX112（10）、SX226（22〜24）、Ｃ区SP115（15・16）、
Ｃ区SP117（20）、Ｃ区SP130（３）、Ｄ区SP142（４）、Ｅ区SP148（１）、Ｆ区SP154（26）、
包含層〔Ｂ区（33）、Ｃ区（28・40・53）、Ｄ区（30・32・35～38）、Ｅ区（29・31・34・39・43・45・52・54）、
Ｇ区（41・42・44・46・48・49）、Ｈ区（47・50・51）〕

第８図　上層遺構・包含層出土遺物実測図

０ 10cm

０ 2cm
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づくねのものは、口縁端部を二段ナデするもの（28）、

内湾した後に端部を外反させるもの（29〜32）、

端部を丸くおさめるもの（33〜35）がある。回転

台成形のものは、口縁部が外側へひらくもの（36）

と直立気味に立ち上がるもの（37）がある。

　杯（44）は、回転台成形により内湾気味に立ち

あがり、底部をヘラ切りするものである。

　羽釜（39）は、わずかに内湾気味に直立し、鍔を

貼り付けるものである。鍔部下側から体部外面

にはススが付着する。

【須恵器】

　椀（46〜51））がある。口縁部が残存するものは、

いずれも端部を外反する。底部残存個体は、蛇の

目高台のもの（48）を除き、いずれも糸切りする

ものである。なお47は、内外面ともにヘラミガキ

されており、緑釉陶器の素地とされるものである。

【黒色土器】

　椀（41）底部片がある。内面のみ黒色化する。底

部は、同心円状の紋様が見られる。

【瓦質土器】

　鍋（38・40）がある。38は、口縁を外反するもの

である。外面にはススが付着する。40は、口縁が

外反した後、端部を内側へ折り曲げるものである。

【瓦器】

　椀（42・43）がある。42は、内湾気味に立ち上る

口縁をもち、端部は内側に肥厚する。43は貼り付

け高台を有する底部の破片である。いずれもそ

の特徴から見て、丹波型瓦器椀である。

【青磁】

　椀（53）および皿（54）がある。いずれも龍泉窯

のものであり、53は外面に鎬蓮弁文をほどこす。

ほかに図化できなかったが写真図版に示したも

のが２点あり、いずれも龍泉窯系の製品である。

【白磁】

　玉縁状の口縁をもつ椀（52）がある。上層包含

層からの出土遺物は、緑釉陶器の素地とされる

須恵器椀（47）や蛇の目高台を有する椀（48）が９

世紀後葉（平安時代前期）、糸切底の須恵器椀（49

〜51）や回転台成形の土師器杯（44）が10世紀（平

安時代中期）、口縁端部を二段ナデする土師器皿（28）

が12世紀前葉〜中葉にさかのぼるほかは、12世

紀後葉〜13世紀（平安時代後期〜鎌倉時代前期）

の所産と見られる。

（３）下層遺構　　（第９図）

　下層遺構からの出土遺物は、コンテナ４箱分

あった。以下では、遺構ごとに報告する。

　①竪穴建物跡SI301

【土師器】

　甕（55・56）・甑（57）がある。甕は、口縁が大きく

外反するもの（55）と、短く外反する小型のもの（56）

がある。甑は、口縁部のみの破片である。外面は

ハケ、内面はヘラ削り調整をほどこす。

【須恵器】

　鉢（58）・高杯（59）・杯身（60）がある。

　鉢は、内湾気味にたちあがり、端部に外傾する

面をもつ。外面には、斜格子文をほどこす。高杯は、

短脚高杯の脚部の破片であり、透かしを有する。

杯身は、端部を欠損するものの、立ち上がり・受

部ともに短いものである。

　②柱穴

　SP307（62）・SP310（61・63）出土のものを図化した。

【土師器】

　甕（61）は、56と同様に短く外反する口縁をも

つ小型のものである。

【須恵器】

　高杯（61）・杯蓋（63）がある。高杯は、脚部のみ

の小破片である。内外面ともに自然釉が付着する。

杯蓋は、内面にかえりを有するものである。

　SI301および柱穴出土遺物は、その特徴から古

墳時代後期後葉～飛鳥時代前期の所産と思われる。 

　③竪穴建物跡SI303

【土師器】

　小型丸底壺（64）・壺（65）・台付椀（66）・杯（67）・

高杯（68〜70）・ミニチュア土器（71）・甕（72〜77）

がある。小型丸底壺は、球状の体部に上外方への

びる口縁をもつ。粗製であり、特に体〜底部は分
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 土師器〔甕（55・56・66）、甑（57）〕
 須恵器〔杯身（60）、高杯（59・62）、鉢（58）〕
 SI301（57〜60）、SI301‑P3（55・56）、
 Ｈ区SP307（62）、Ｈ区SP310（61・63）

土師器〔小型丸底壺（64）、壺（65）、
台付椀（66）、杯（67）、高杯（68〜70）、
手づくね土器（71）、甕（72〜77）〕
 SI303（64〜71、73〜79）、
 SI303‑P2（72）

土師器〔高杯（80〜86）、甕（87〜90）〕、
須恵器〔杯蓋（91）、杯身（92）〕、凹石（93）
Ｅ・Ｆ区断割（80〜93）

第９図　下層遺構出土遺物実測図

０ 10cm
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厚い。

　壺は、一見すると小型丸底壺のように見えるが、

平らな底部は中央をくぼませ高台状にする。台

付椀は、短い脚部から内湾気味にのびる口縁を

もち、端部は外反する。高杯は、外反する口縁を

もち内面はハケ調整するもの（68）、中実で脚端

部内面に横方向のヘラ削りを施すもの（69）、中

空の脚部片で内面に縦方向のヘラ削りを施すも

の（70）がある。ミニチュア土器は、内外面ともに

指頭圧痕を顕著に残す。甕は、端部を内面に折り

返す布留系のもの（72・73）のほかは、外湾ないし

は外反する口縁をもつものである。75は体部内

面の粘土紐継ぎ目痕が顕著である。

【石製品】

　赤変箇所が見られる叩き石（79）がある。

　SI303出土遺物は、その特徴から、古墳時代中

期前葉の所産と推定される。

④Ｅ・Ｆ区断ち割り　　（第９図）

　SI302・303が所在するＥ・Ｆ区に入れたトレン

チ断ち割りから出土した遺物は、ローリングを

受けていないものが多く、両遺構に伴う可能性

がある資料である。そこで包含層出土遺物とは

別に報告することとした。

【土師器】

　高杯（80〜86）・甕（87〜90）がある。

　高杯の口縁部が残る破片（80〜83）は、いずれ

も杯部と口縁部の境界付近に段をもち、口縁は

外上方にのびた後に端部を外反するものである。

83の内面にはハケ目が残る。脚部破片のうち86は、

脚部に円孔が見られる。甕は、口縁部が外湾ない

しは外反するものである。89は口縁端部内面を

わずかに肥厚する。90は、口縁部内面に段を有する、

いわゆる「青野型」甕
（註16）

と呼ばれるものである。

【須恵器】

　杯蓋（91）・杯身（92）がある。杯蓋は、端部内面

に凹みをもつものである。杯身は、貼り付け高台

を有する。

【石製品】

　内外面ともに使用痕がある凹石（93）がある。

（４）下層包含層（第４層）　　（第10・11図）

　下層包含層（第４層）からの出土遺物は、コン

テナ14箱あった。遺物の年代観や特徴が判明し、

遺跡の存続年代や包含層の形成時期が判明する

ものを中心にピックアップして実測した。

【土師器】

　杯（94〜102）、小型丸底壺（103・104）、高杯（105・

106）、器台（107）、甕（108〜112）を図化した。ほか

に竈形土製品の破片が見られた。

　杯は、畿内産と思われる暗文を有するもの（101・

102）を除き、在地産のものである。後者には、赤

色顔料を塗布するもの（94〜98）がある。いずれ

も口縁は、内湾気味に上方にのびるが、端部を丸

くおさめるもの（94・99・100）、外反気味におさめ

るもの（95・97）、内湾気味におさめるもの（96・98）

がある。調整は、内外面ともにハケ目が残るもの

が多く、一部にヘラ削りによるものがある。小型

丸底壺は、いずれも粗製のものであり、口縁が外

反するもの（103）と上外方にのびるもの（104）が

ある。高杯は、杯部と口縁部の境に段をもち外上

方に口縁がのびるもの（105）と、椀状の杯部に中

実の脚部が取り付くもの（106）がある。105の脚

柱部は、外面をヘラミガキ、内面を横方向にヘラ

削りする。

　器台（107）は、山陰系の鼓形器台である。

　甕は、二重口縁をもつもの（108）、口縁部中位

で傾斜を変える大型のもの（112）、内面を折り返

す布留系のもの（109）、口縁部内面に段を有する

いわゆる「青野型」甕と呼ばれるもの（110・111）

がある。 

【須恵器】

　杯蓋（113〜118）、杯身（119〜121）、高杯（122）、

甕（123）、横瓶（124）、円面硯（125）がある。

　杯蓋は、蓋杯に伴うもの（113・114）と、高台付

杯に伴うもの（115〜118）がある。113は、口縁部

と天井部の境界がわずかに突出し、口縁端部内

面には凹みがある。114は、天井部外面に窯壁の

小片が付着する。115・116は内面にかえりを有し、

117・118はかえりが見られない。

　杯身は、蓋杯の身（119）と高台付杯（120・121）
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土師器〔杯（94〜102）、小型丸底壺（103・104）、高杯（105・106）、
器台（107）、甕（108〜112）〕
Ａ区（101）、Ｂ区（98）、Ｃ区（97）、Ｄ区（94・95・106・108）、
Ｅ区（96・103〜105・107〜109・111・112）、
Ｇ区（99）、Ｈ区（100・102・110）

須恵器〔杯蓋（113〜118）、杯身（119〜121）、高杯（122）
　　　　甕（123）、横瓶（124）、円面硯（125）〕
Ａ区（116・117）、Ｂ区（115・118）、Ｃ区（123・125）、Ｅ区（124）、
Ｆ区（113・114）、Ｇ区（119）、Ｈ区（120〜122）

第10図　下層包含層出土遺物実測図

０ 10cm
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がある。119は立ち上がり・受部ともに短いもの

である。120は、灰白色の非常に軟質のものである。

121は、外下方にのびる高台を貼り付ける。高杯（122）

は短脚のものであり、透かしは見られない。甕（123）

は、内面に同心円状の当て具痕をもつ。

　横瓶（124）は、口縁部付近のみの破片である。

口縁部外面には、斜め方向に自然釉が一条かかる。

　円面硯（125）は、硯部から脚部にかけての一部

の破片であるが、全体の形状が判明する資料で

ある。硯部・受部の立ち上がりは低い。脚部には、

長方形の透かしがほどこされ、外反した後にわ

ずかに端部を下側へ折り曲げる。

【弥生土器】

　高杯（126・127）、器台（128・129）、鉢（130）、蓋（131・

132）、甕（133〜135）を図化した。

　高杯は、外上方にのびた後に端部を上方へ折

り曲げ、内外面ともに丁寧にヘラ磨きするもの（126）

と、外反する口縁に上外方へ外湾気味にのびる

端部をもつもの（127）がある。

　器台は、受部内外面および脚部外面を丁寧に

ヘラ磨きするもの（128）と、脚部内外面をハケ調

整し、透かしを施すもの（129）がある。

　鉢（130）は、平らな底部から内湾気味にのびる

口縁をもち、端部は内湾気味に丸くおさめる。

　蓋は、小型のもの（132）内外面ともにハケ調整

を行う大型のもの（131）がある。

　甕は、内傾する口縁端部に凹線を施すもの（133）、

外傾する面に擬凹線を施すもの（134）、134と端

部形状は似ているものの擬凹線をもたないもの（135）

がある。

【石製品】

　砥石（136）、石斧（137）、石鋸（138）を図化した。

砥石は９面に使用痕が残る。石斧は、下部を破損

するが小型のものである。石鋸（138）は、破損し

ているもの結晶片岩製のものである。玉作りに

伴うものの可能性があるが、碧玉や緑色凝灰岩

などの原石・未成品等は見られなかった。

　下層包含層出土遺物は、弥生時代後期から奈

良時代の各時期のものが含まれている。

　弥生時代の土器は、後期前葉と思われる高杯（126）

や甕（133）が見られるほか、後期中葉〜後葉と思

われる高杯（127）、甕（134・135）を含む。

　古墳時代では、下層遺構のSI301に併行すると

思われるもの（103〜105、107〜109・112）が目立つ。

そのほかには、須恵器杯蓋（113）と併行する可能

性がある高杯（106）があり、古墳時代後期前葉の

土器が含まれる。土師器杯（94〜100）は、古墳時

代後期前葉から飛鳥時代にかけての所産と思われ、

主体は飛鳥時代のものと思われる。

　飛鳥・奈良時代には、須恵器杯蓋（115〜118）、

杯身（120〜121）があり、おおむね奈良時代前葉

〜中葉を下限とするものと評価できる。円面硯（125）

や口縁部内面に段を有するいわゆる「青野型」と

呼ばれる土師器甕（110・111）も当該期のものと

推定される。
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０ 10cm
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弥生土器〔高杯（126・127）、器台（128・129）、鉢（130）、蓋（131・132）、甕（133〜135）〕
Ａ区（131）、Ｃ区（134）、Ｂ区（126〜128・130・132・135）、Ｆ区（129・133）

砥石（136）、石斧（137）、石鋸（138）
Ｃ区（136）、Ｅ区（137）、Ｆ区（138）

第11図　下層包含層出土遺物実測図

０ ５cm

第12図　丹後地域出土の円面硯
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（１）円面硯について　（第12図）

　今回調査の出土遺物の中で特筆すべきものと

しては、須恵器円面硯が挙げられる。

　古代の丹後国内からは、過去の調査や表採資

料として14遺跡（うち１は出土地不明）18点の円

面硯の出土が知られており、松山遺跡の事例で

16例目となった
（註17）

。これまでは、熊野郡・竹野郡・

与謝郡・加佐郡からの出土が知られていたが、松

山遺跡の所在する丹波郡内では、須恵器杯や杯

蓋を硯に転用した転用硯が正垣遺跡
（註18）

・枯木谷

遺跡
（註19）

より出土していたことが知られるのみ

であり、円面硯は初めての出土事例となった。

　次に形状の特徴を比較してみたい。

　硯部から脚部までの形状が判明する資料は、

浅後谷南遺跡（７）が見られるのみであり、松山

遺跡の事例は小片ながらも形状が判明する点か

ら貴重である。浅後谷南遺跡（７）と比較すると、

松山遺跡のもの（12）は脚径に比して器高が高く、

脚部の内傾度が低いという特徴がある。硯部の

たちあがりは、浅後谷南遺跡（８）と比較して低

いものであり、浅後谷南遺跡（７）や竹野遺跡（10）

と同様のものである。受部の立ち上がりは、浅後

谷南遺跡（７）と比較して低いものであり、竹野

遺跡（10）と同様のものである。脚部は、岩木遺跡（６）

と同様に外反し、端部を下側へ折り曲げるもの

である。透かし孔は、長方形のものであり、田畔

遺跡（18）の事例を除き、過去の出土事例と同様

のものである。

　過去の調査事例の大半が包含層出土のもので

あるため、共伴資料から年代が判明するものは

みられないが、年代的には、おおむね奈良時代の

ものと思われる。松山遺跡出土資料についても

包含層出土資料のため年代は不詳であるが、下

層包含層（第４層）の下限年代から奈良時代前葉

～中葉のものと見て大過なかろう。墨書土器は

見られなかったが、奈良時代の松山遺跡に識字

層が居住していたことを示す資料として評価できる。

第５章　総括

丹後地域出土円面硯一覧表

（第12図に対応、文献は註20）

番

号

文

献

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

郡名 遺跡名 出土位置 番号

62‑29

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑪

⑫

72‑173

26‑89

120‑28

120‑29

140‑123

Ｐ68‑3

第2図2

14‑108

11‑12

31‑193

10-125

竪５埋土

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

暗褐色土

表採

こくばら野遺跡

(佐濃小学校所蔵資料)

湯舟坂遺跡

横枕遺跡

浅後谷南遺跡

遠處遺跡

竹野遺跡

岩木遺跡

⑩

21‑73

21‑74

SE03

木枠内
難波野遺跡

丹後国分寺跡

中野遺跡

田畔遺跡

8‑19
第１難波野条里

トレンチ遺跡

熊野郡

竹野郡

与謝郡

加佐郡

丹波郡 松山遺跡
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（２）総括

　今回の第６次調査では、調査面積は狭小であ

ったものの、上層および下層の２時期の遺構を

確認したほか、コンテナ20箱におよぶ遺物が出

土し、遺跡の存続年代や性格を考える上で貴重

な資料を得ることができた。

　上層遺構は、大半が柱穴と不明落ち込み遺構

であった。遺構出土土器および上層包含層出土

遺物から見ると、遺構の時期は、平安時代後期〜

鎌倉時代（12〜13世紀）と平安時代前〜中期（９

〜10世紀）のおおむね２時期に分けることが可

能である。前者は、調査地全体にわたって分布す

るが、後者は不明落ち込み遺構SX111出土の土師

器杯（21）を除き、調査地北西側のＦ〜Ｇ区に分

布する。上層の２・３層の分布がＦ区を境界にし

て異なり、旧地形が北西側に向って下っていく

ことと関係するものと思われる。ほかに墓と思

われる土壙SX112があり、墓であるならばいわゆ

る「屋敷墓」と呼ばれるものとなる。

　下層遺構は、古墳時代後期末葉〜飛鳥時代前

葉にかけての竪穴建物跡と思われる遺構、飛鳥

時代と思われる柱穴のほか、古墳時代中期前葉

と推定される竪穴建物跡と思われる遺構が見ら

れた。下層包含層の第４層からは、遺構の時期の

ほかにも、奈良時代、古墳時代後期前葉、弥生時

代後期の遺物が出土しており、周辺に当該期の

遺構が所在することをうかがわせた。

　出土遺物の中で特徴的なものとして、前節に

おいて取り上げた円面硯のほかに、「青野型」と

も呼ばれる口縁部内面に段を有する土師器甕が

ある。従来、この土師器甕の分布域は、丹波国の

何鹿郡から丹後国の加佐郡にかけての由良川流

域において主体となっており、与謝郡以北の丹

後国内では定山遺跡
（註21）

（与謝野町）に一定量見

られるほかは、大量の出土遺物中に数点含まれ

るのみという状況であった
（註22）

。今回調査地の出

土資料は、包含層出土資料という制約があるため、

同時期の土師器甕との数量比較ができないとい

う制約があるが、数点といった単位ではなく一

定量含まれている印象を受ける。そのため、松山

遺跡とは山ひとつ隔てたのみで地理的にも近い

定山遺跡と類似した状況が見られる。

　以上の検出遺構と出土遺物の内容から見て、

今回の調査地では、

①弥生時代後期前葉〜後葉の遺物（下層包含層）

②古墳時代中期前葉の竪穴建物跡と思われる遺

構（下層遺構）

③古墳時代後期前葉の遺物（下層包含層）

④古墳時代後期末葉〜飛鳥時代前葉の竪穴建物

跡と思われる遺構（下層遺構）

⑤飛鳥～奈良時代と思われる柱穴（下層遺構）お

よびいわゆる「青野型」甕や須恵器円面硯を含む

遺物（下層包含層）

⑥平安時代前〜中期の遺物（上層包含層）

⑦平安時代後期〜鎌倉時代の柱穴・不明落ち込

み遺構などの遺構（上層遺構）

の変遷をたどることが可能と思われる。

　今回の調査地と隣接して実施された府教委に

よる第５次調査地点では、弥生〜古墳時代を中

心とした遺物を大量に含む包含層、性格不明の

大型土坑を検出している。また財団法人京都府

埋蔵文化財調査研究センターによる第４次調査

地点では、縄文時代から中世にかけての大量の

遺物とともに、柱穴や流路跡が検出されている。

　これらの成果を踏まえると松山遺跡は、縄文

時代から室町時代前期にかけて、竹野川左岸の

段丘上を中心に集落が展開したことが明らかに

なったといえよう。

　周辺を見渡すと、松山遺跡の北側に位置する

扇状地から段丘上には、縄文〜鎌倉時代の遺物、

古墳時代中期後葉の竪穴住居跡、平安〜鎌倉時

代の掘立柱建物跡や流路跡などが見つかった沖

田遺跡が所在する。松山遺跡は、沖田遺跡と類似

した時期の遺構・遺物が見られ、竹野川左岸に展

開した有力な集落の一つと位置づけることがで

きよう。今後の周辺の調査に期待したい。
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図版１

（１）調査前遠景

（２）調査後遠景（財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター提供）



図版２

（１）上層遺構全景（北東側より） （２）上層遺構全景（南西側より）

（３）Ｃ・Ｄ区上層遺構全景（南西側より）



図版３

（１）上層遺構　不明落ち込み遺構SX111・134（Ｄ区）

（２）上層遺構　不明落ち込み遺構SX141・162（Ｄ・Ｅ区）



図版４

（２）上層遺構SX226検出状況（Ｇ区） （３）上層遺構SX226調査後全景（Ｇ区）

（１）上層遺構　土壙SX112（Ｄ区）



図版５

（１）下層遺構調査後全景（財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター提供）

（２）下層遺構調査後全景

第４次調査Ｄ地区 第４次調査Ｃ地区

第５次調査地

第６次調査地



図版６

（１）下層遺構　竪穴住居SI301検出状況（Ｂ区）

（２）下層遺構　竪穴住居SI301調査後全景



図版７

（１）下層遺構SI303　調査後全景（Ｅ・Ｆ区）

（２）下層遺構　Ｇ～Ｈ区調査後全景



図版８

（１）出土遺物（上層遺構・上層包含層）

（２）出土遺物（下層遺構）
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図版９

（２）出土遺物（下層遺構）
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図版10

（１）上層遺構出土土器

（２）上層包含層出土土器
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図版11

（１）上層遺構・包含層出土土器（磁器）

（２）上層遺構・包含層出土土器
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図版12

（１）下層遺構出土土器

（２）下層遺構出土土器
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図版13

（１）下層包含層出土土器（土師器）

（２）下層包含層出土土器（土師器）
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図版14

（１）下層包含層出土土器（須恵器）

（２）下層包含層出土土器（弥生土器）
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